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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　エコーウイルス血清型ＥＶ１およびＥＶ８からなる群から選択されるエコーウイルスで
あって、インテグリンα２β１を細胞への感染性のために認識するエコーウイルスの、イ
ンテグリンα２β１を発現するガン細胞を含む腫瘍を治療するために哺乳動物に投与し、
その結果、ガン細胞の少なくとも一部がウイルスによって殺される医薬の製造における使
用であって、前記ガン細胞が、卵巣ガン、黒色腫、前立腺ガン、乳ガン、膵臓ガン、結腸
ガン、および結腸直腸ガンからなる群から選択されるガンの細胞であるか、または卵巣ガ
ン、黒色腫、前立腺ガン、乳ガン、膵臓ガン、結腸ガン、または結腸直腸ガンから広がっ
ていることを特徴とする使用。
【請求項２】
　ウイルスを用いた多数の治療に哺乳動物を供することを含み、各治療におけるウイルス
が同一または異なる請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　ウイルスがガン細胞に感染するさらなるウイルスとの組合せで哺乳動物に投与される請
求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　ガン細胞がＩＣＡＭ－１を発現し、さらなるウイルスがガン細胞への感染性のためにＩ
ＣＡＭ－１を認識する請求項３に記載の使用。
【請求項５】
　さらなるウイルスが、Ａ１３，Ａ１５，Ａ１８およびＡ２１からなる群から選択される
コクサッキーウイルス血清型である請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　ガン細胞が、α２β１のアップレギュレーションされた発現を有する請求項１～５のい
ずれか一項に記載の使用。
【請求項７】
　ウイルスが、哺乳動物に対して局所的に、全身的に、または腫瘍内に投与される請求項
１～６のいずれか一項に記載の使用。
【請求項８】
　インテグリンα２β１を発現するガン細胞を含む腫瘍の治療において哺乳動物に投与す
るための医薬組成物であって、前記医薬組成物が、エコーウイルス血清型ＥＶ１およびＥ
Ｖ８からなる群から選択されるエコーウイルスであって、インテグリンα２β１を細胞へ
の感染性のために認識し、ガン細胞の少なくとも一部を殺すことができるエコーウイルス
を、医薬的に許容され得るキャリアと一緒に含み、前記ガン細胞が、卵巣ガン、黒色腫、
前立腺ガン、乳ガン、膵臓ガン、結腸ガン、および結腸直腸ガンからなる群から選択され
るガンの細胞であるか、または卵巣ガン、黒色腫、前立腺ガン、乳ガン、膵臓ガン、結腸
ガン、または結腸直腸ガンから広がっていることを特徴とする医薬組成物。
【請求項９】
　医薬組成物が局所投与または注入のためのものである請求項８に記載の医薬組成物。
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